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作成要領



作成要領（研究要旨）
■１行目 学校名

Sawarabi Gothic、11ポイント、太字、右寄せ

「三重県立津高等学校」と正式名称で書く

■２行目 研究タイトル

Sawarabi Gothic、11ポイント、太字、中央揃え

■３行目 研究者名

Sawarabi Mincho、11ポイント、姓と名の間は半角スペース、中央揃え
複数名の場合は、各人の間に全角スペースを入力し最大2行とすること

■5行目 要旨

Sawarabi Mincho、11ポイント、最大4行以内とします。
研究の重要な内容を簡潔かつ正確に記述します

■本文

見出し：Sawarabi Gothic、11ポイント、太字、左寄せ

本文：Sawarabi Mincho、11ポイント



作成要領（研究要旨）

解説内容

研究の動機・背景について記載するとともに､研究の目的を
記載します。仮説についてもここで触れます。

1.研究の動機、
目的および仮説

研究手順や方法の概要を､特徴的な点に焦点をあてて記載し
ます3.

2.方法

研究結果を、データ等を添えて記載します3.結果

結果に対する科学的考えを記載します4.考察

目的、方法、結果・考察との整合性に配慮し、結論を記載
します｡必要に応じて今後の課題や方向性を記載します。

5.結論

研究中に参考にした、書籍、論文、情報等の主要なものを
記載します。

6.参考文献

研究の特徴を表す語句を記載します。7.キーワード

・各項目の行数は自由です。
・各項目を「方法①」「結果①」「方法②」のように分割することや、順序の入替又は項目の
追加等をすることは差し支えありません。その場合は、研究の動機、目的および仮説、方法、
結果、考察、結論が分かるように記載してください。



作成要領（研究ポスター）

必須記載事項
■発表テーマ名
■学校名
■研究者名
■発表内容

※発表内容のレイアウトは自由です。
１列や２列でのレイアウトが一般的です。

サイズ等
■枚数：縦１枚
■印刷体：A0ノビ（914×1292mm）



作成要領（研究スライド）

必須記載事項
■発表テーマ名
■学校名
■研究者名
■発表内容

サイズ等
■大きさ：スライドサイズ 16:9
■スライド枚数：上限なし
■その他：アニメーションや動画の利用は可能

ただし、動画はファイル提出が必要

●●の□□による効果

三重県立津高等学校
津高太郎 新町花子 桜有造
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9



作成のヒント



伝わりにくいポスター

伝わりにくいポスター
・タイトルが小さい
・読む順番がわからない
・文字量が多い（今までの津高生に多かった）
・文字が小さすぎる
・文字の大きさや色が同じで、何が大事かわからない
・逆に色を使いすぎて、何が大事かわからない
・枠の端がそろってない
・写真や図の説明がない
・論理的に繋がっていない etc…

作成のヒント（研究ポスター）



ポスターの構成とレイアウトの例

タイトル

はじめに・目的

仮説・方法

結果

考察

結論・展望

参考文献

タイトル

１．はじめに・目的

２．仮説・方法

３．結果

４．考察

５．結論・展望

６．参考文献

☜２列でのレイアウト

読む順番がわかるよう
に、自然な視線の移動
を考える

⇨番号を振ってみても
よい

１列でのレイアウト☞

作成のヒント（研究ポスター）
■レイアウトの例



ポスター書き方のヒント①

タイトルは大きなフォントサイズで

読む順番がわかるようにレイアウトする

一般的な構成は研究要旨や論文と同じ

配信したテンプレートの場合

フォントサイズの目安は
タイトル 20～30pt
見出し 14～18pt
本文 10～14pt
⇨見やすさを重視するために、

目安以外のサイズに変更しても良いです

作成のヒント（研究ポスター）



ポスター書き方のヒント②

結果や考察は図や表などを用いて、わかりやす

く、伝わりやすい工夫をする

図や写真のタイトルは下に書く

表のタイトルは上に書く

グラフ軸が示す量や単位、

 アンケート調査対象者の母数など
 必要な情報を落とさない

図に書き込めない情報は吹き出しを

 効果的につかう

作成のヒント（研究ポスター）



・テンプレートなし

・スライド枚数を制限しないので、

項目ごとに枚数を増減させる

・目安は１分１枚程度

・写真、図、表を中心に、

視覚的に伝える工夫をする

⇔研究要旨は文章で伝える

・伝わりやすさ、わかりやすさを意識し

フォントの種類や

フォントサイズを選ぶ

表紙 はじめに

仮説 方法

結果 考察

まとめ 参考文献

作成のヒント（研究スライド）



伝わりにくいスライド

伝わりにくいスライド
・文字量が多い（今までの津高生に多かった）
・文字が小さすぎる
・スライドの枚数が多すぎて、見る人が追いつかない
・文字の大きさや色が同じで、何が大事かわからない
・逆に色を使いすぎて、何が大事かわからない
・写真や図の説明がない
・論理的に繋がっていない etc…

作成のヒント（研究スライド）



作り方のヒント
文字は少なく、簡潔に

結果や考察は図や表などを用いて、

 わかりやすく、伝わりやすい工夫をする

グラフ軸が示す量や単位、

 アンケート調査対象者の母数など
 必要な情報を落とさない

図に書き込めない情報は吹き出しを

 効果的につかう

作成のヒント（研究スライド）



書き方のヒント①：研究テーマ、発表者名

研究テーマ（タイトル）
・タイトルはとても重要。

・内容が分かるように

発表者名
班全員分を記入。班番号不要。例）久居 太郎 桃園 花子 中川 次郎

・メンバーの名前同士の間は全角スペースを入れる。

・可能な限り、１行に収める

作成のヒント（研究要旨）



書き方のヒント②：要旨

要旨
ここには、あなたたちの行った研究を4行以内にまとめた

文章を書きます。

簡単に言うと、忙しい人に読んでもらうために、
研究の概要を簡潔に説明します。

三重大 和田先生の講演を思い出そう

読んだ人がもう少し詳しく知りたければ、
次の項目の１～７を読みます。
さらに知りたい人は発表を見に来てくれます。

作成のヒント（研究要旨）



書き方のヒント③：研究の動機と目的

研究の動機と目的と仮説
・研究テーマについて、現時点でわかっていること
・上記について、不足事項や問題点
・先行研究の内容
・自分の研究との関係や仮説
・自分の研究の前後で、どのような変化が期待されるのか

という観点でまとめるとよい。
読んだ人が共感し、同じ疑問や問題意識を持ってもらえると

GOOD

作成のヒント（研究要旨）



書き方のヒント④：研究の動機と目的

研究の動機と目的と仮説 記入例①

①
②

③

① 研究のきっかけ
② 先行研究、現時点でわかっていること
③ 自分の研究の目的と仮説

作成のヒント（研究要旨）



書き方のヒント⑤：研究の動機と目的

研究の動機と目的と仮説 記入例②

①

②

① 先行研究と問題点（不明確であるが）
② 自分の研究の目的と研究成果による期待

作成のヒント（研究要旨）



書き方のヒント⑥：方法

方法
・研究目的と対応させる

・再現性（他の人が同じ実験し、同じ結果が得られる）を意識する

という観点でまとめるとよい。
箇条書きで書いても構いません。

作成のヒント（研究要旨）



書き方のヒント⑧：方法

方法 記入例 発表者
「紙面の関係で詳
細まで書けない」

読者
「どうやって作成
したのか細かいこ
とがわからない」

会場での質問

につながる

作成のヒント（研究要旨）



書き方のヒント⑨：結果

結果
・実験や調査を行ったあとのデータをまとめる。

・表やグラフを用いて見やすくしても良い。

・データが意味することは考察に書く。

・あくまでも結果は客観的に書く。

作成のヒント（研究要旨）



書き方のヒント⑩：考察

考察
・結果を踏まえて、データが意味するところを考察する

なぜそのような結果が出たのでしょうか。
論理的に考えてみてください。
また、そう言える根拠は何でしょうか。

・あなたたちのテーマや仮説に基づいて考察する

作成のヒント（研究要旨）



書き方のヒント⑪：結果と考察

結果と考察 記入例

・結果は客観的
・図と本文が対応

・結果から読み取れるこ
とを書く

作成のヒント（研究要旨）



書き方のヒント⑫：結論

結論
・自分たちが立てた仮説や問いへの答えを、

結果・考察からまとめる

・感想や反省を書く場所ではありません

作成のヒント（研究要旨）

参考文献
・図書、web、新聞などの違いで書き方が異なります。

課題研究メソッドp176-177に従ってください。



発表のヒント



NGな発表（ポスター、スライド共通）

・原稿（紙、スマホ）を読んでいる

・ポスターやスライドに書かれた文字を読んでいる

・図や表を示し、「ご覧の通りです」とだけ伝える

良い発表

・相手の目を見ながら、自分の言葉で発表する

・図や表のもつ意味を、言葉でわかりやすく伝える

発表のヒント


